
YAMAHA SEROW250 2018- （TRICKER 共通）

＜取付所要時間の目安＞
約40分

＜商品内容＞
取付説明書

※ 説明書内の写真は試作品の為、実際の商品とはパイプの形状等、一部異なる場合があります。
※ 作業は平坦な場所でエンジン、マフラーが完全に冷えた状態で行なって下さい。
※ 本製品にはエキゾーストガスケットは付属しておりません。取り付け後の排気漏れを防ぐ為にも車種専用の物をご購入の上、新品に交換して下さい。
※ ボルト類の組み付け時には、緩み防止の為に“ ネジロック剤 ”を塗布の上、締め付ける様にして下さい。
※ キズ付き防止の為に、マフラー取り付け部廻りの塗装部分にはあらかじめガムテープ等を 貼っておく事をお勧めします。

 

POWER BOX パイプ

①  POWER BOX パイプ  ×１

純正マフラーを取り外します。

1／2

●１

181031

エキゾーストパイプのプロテクターを取り外します。
プロテクターは後でPOWER BOXパイプに再使用します。
裏のワッシャープレートを紛失しない様にご注意下さい。

サイドカバーを取り外します。

サイレンサーボディーの固定箇所を３箇所緩め、車体から取り外します。
サイレンサーが固着して抜き難い場合には上下左右に細かく揺すりながら
少しずつ引き抜いていきます。

サイドカバーを取り外す為に
タンデムグリップを取り外します。

排気ガスセンサーのカプラーを取り外します。

配線に負担がかからない様にしておきます。
また、この時点でセンサーの固定を緩めておきます。
固着している時は潤滑剤を吹き付け、浸透させながら
ゆっくりと緩めます。

フランジを固定しているナットを外し、
エキゾーストパイプを抜き取ります。
ナットは後で再使用します。

排気ガスセンサーをエキゾーストパイプから
取り外しておきます。
後でPOWER BOXパイプに再使用します。

POWER BOX パイプを仮組みします。●２

エキゾーストガスケット（専用サイズの物を
別途ご用意下さい）を新品に交換した後、
POWER BOXパイプ を仮組みします。

フランジの固定には純正マフラーに
使用していたナットを再使用します。
かなり緩めの仮組み状態にしておきます。

排気ガスセンサーを POWER BOXパイプ に
組み付けます。（下にウェスを敷いて、エンジン、
パイプに傷がつかない様に保護しておきます。

....................................................................................................................................................................................................................................................................................................



エンジンを始動し、接合部から排気漏れの無い事が確認できましたら作業終了となります。
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●６

181031

プロテクターを取り付けます。

裏のワッシャープレートを
必ず入れて取り付けます。
このワッシャープレートを入れないと
プロテクターが高温になり危険です。

●５

ジョイント部の奥までパイプが
しっかりと入っている事を確認します。

※ マフラー装着完了後も、取り付け状態やボルトの緩みのチェックは定期的に行なって下さい。
※ 装着後は、しばらくの間マフラー内部に残った油分により白煙や臭いが発生する場合がありますが、数日で解消されます。

フランジナットの締め過ぎにご注意ください。
※締め付けトルクの目安（13Nm ）
※エキゾーストガスケットが新品に交換された上での数値です。
過剰な締め付けはフランジの変形、スタッドボルトの曲がり等
トラブルの原因となります。

火傷防止の為にプロテクターは
必ず取り付けて下さい。
また、固定するスクリューは緩み易い為、
ネジ山に緩み止め剤を塗布の上組み付ける事を
おすすめします。

サイレンサーのジョイントガスケットを抜き取ります。
（再使用しません。）バンドのボルトを取り外しておくと
差し込み口が広がり易くなり作業し易くなります。
パイプとの接合部からの排気漏れや水滴垂れを
抑える為にあらかじめ液体ガスケットを塗布してから
組み込む事をおすすめします。

サイレンサーボディーを組み込みます。
固定には純正サイレンサーで使用していた
ボルト類を再使用します。

各部のクリアランス、取り付け状態を確認し、全体の本締めを行ないます。●３

マフラーに付着した汚れや油分をパーツクリーナーなどの脱脂剤でしっかりと拭き取って下さい。
汚れや油分がマフラーに付いた状態でエンジンをかけて熱が加わりますと
後で落とすのが困難になりますのでご注意下さい。

●４ マフラー全体をきれいに拭き上げます。

....................................................................................................................................................................................................................................................................................................

....................................................................................................................................................................................................................................................................................................

排気ガスセンサーの配線に
負担のかからない様に注意しながら
カプラーを結線し、車体に収めます。

タンデムグリップを固定します。サイドカバーを取り付けます。

....................................................................................................................................................................................................................................................................................................

....................................................................................................................................................................................................................................................................................................

排気ガスセンサーの固定、結線は
確実に行なって下さい。
排気ガスセンサーをマフラーに固定し、
カプラーを結合する前にメインスイッチを
ONにしますと、センサーの異常を感知して
メーターの警告灯が点灯してしまいます。
一度点灯した警告灯は簡単に解除できません。
必ず、マフラー装着を全て完了した後に
エンジンを始動する様にして下さい。
万が一警告灯を点灯させてしまった場合には
専用の機材による点検、解除が必要です。
車輌ご購入先のバイクショップに相談して下さい。


